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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 7日 (2007.5.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 処 理 体 を 保 持 し 、 回 転 可 能 に 構 成 さ れ た 被 処 理 体 保 持 手 段 と 、
　 前 記 被 処 理 体 保 持 手 段 が 前 記 被 処 理 体 を 保 持 し 、 回 転 さ せ た 状 態 で 、 該 被 処 理 体 の 一 方
の 面 の 周 縁 に 第 １ の 処 理 液 を 供 給 可 能 な 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 に よ り 前 記 第 １ の 処 理 液 が 供 給 さ れ た 前 記 被 処 理 体 の 面 の 周
縁

第 ２ の 処 理 液 を 供 給 可 能 な
第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 被 処 理 体 の 周 縁 近 傍 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 処 理 液 及 び 第 ２ の 処 理 液 の 排 液 を 吸 引
可 能 な 排 液 吸 引 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 装 置 。

【 請 求 項 】
　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 は 、 前 記 被 処 理 体 平 面 に 対

～ ９ ０ ° の 角 度 で 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 処 理 装
置 。
【 請 求 項 】

の 、 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 が 前 記 第 １ の 処 理 液 を 供 給 す る 位 置 よ り も 、 該 被 処 理 体
の 回 転 方 向 の 下 流 で 且 つ 該 被 処 理 体 の 径 方 向 の 外 側 の 位 置 に 、

【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 は 、 前 記 被 処 理 体 の 外 周 側 に
向 け て 、 前 記 被 処 理 体 の 一 方 の 面 に 処 理 液 を 供 給 す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 液 処 理 装 置 。

３
し

、 ０ 又 は ２

４



　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 は 前 記 被 処 理 体 平 面 の 一 方 及
び 他 方 の 面 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 処 理
装 置 。
【 請 求 項 】
　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 排 液 吸 引 手 段 は 、 前
記 被 処 理 体 の 周 囲 に 複 数 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 に
記 載 の 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 】
　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 排 液 吸 引 手 段 は 一
体 と な っ て 形 成 さ れ 、 前 記 被 処 理 体 の 液 処 理 の 際 に 、 該 被 処 理 体 の 近 傍 ま で 進 退 可 能 に 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 に 記 載 の 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 】
　 被 処 理 体 を 回 転 さ せ た 状 態 で 、
　 第 １ の 処 理 液 を 該 被 処 理 体 の 一 方 の 周 縁 に 供 給 す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 処 理 液 を 、 前 記 第 １ の 処 理 液 が 供 給 さ れ た 下 流 側

供 給 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 処 理 液 を 供 給 し て い る 被 処 理 体 近 傍 を 排 気 す る 工 程 と
　 こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】

【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】
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、 ２ 又 は ３

５

４ の 何 れ か １ 項

６
と

５ の 何 れ か １ 項

前 記 第 １ の 処 理 液 を 貯 蔵 す る 第 １ の 槽 と 、 前 記 第 ２ の 処 理 液 を 貯 蔵 す る 第 ２ の 槽 と 、 前
記 第 １ の 槽 か ら 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 に 前 記 第 １ の 処 理 液 を 導 く 手 段 と 、 前 記 第 ２ の
槽 か ら 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 に 前 記 第 ２ の 処 理 液 を 導 く 手 段 と 、 を 備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 液 処 理 装 置 。

被 処 理 体 を 保 持 し 、 回 転 可 能 に 構 成 さ れ た 被 処 理 体 保 持 手 段 と 、
　 酸 系 の 処 理 液 を 貯 蔵 す る 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 、
　 過 酸 化 水 素 水 を 貯 蔵 す る 第 ２ の 貯 蔵 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 第 ２ の 貯 蔵 手 段 に 貯 蔵 さ れ た 酸 系 処 理 液 と 過 酸 化 水 素 水 と の 混 合
液 に よ り 、 前 記 被 処 理 体 の 表 面 を 処 理 す る 処 理 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 処 理 手 段 は 、 前 記 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 第 ２ の 貯 蔵 手 段 に 貯 蔵 さ れ た 酸 系 処 理 液 と 過 酸
化 水 素 水 と を 所 定 の 割 合 で 混 合 し 、 混 合 後 の 処 理 液 を 前 記 被 処 理 体 に 供 給 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 処 理 手 段 は 、 前 記 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 第 ２ の 貯 蔵 手 段 に 貯 蔵 さ れ た 酸 系 処 理 液 と 過 酸
化 水 素 水 と を 別 々 に 前 記 被 処 理 体 に 供 給 し 、 前 記 被 処 理 体 上 で 混 合 さ れ た 処 理 液 に よ り 前
記 被 処 理 体 を 処 理 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 処 理 装 置 。

１ １

位 置 よ り も で 且 つ 前 記 被 処 理 体
の 径 方 向 の 外 周 側 の 位 置 に

前 記
を 備 え る

　 酸 化 用 液 を 貯 蔵 し 、
　 酸 系 の 処 理 液 を 貯 蔵 し 、
　 被 処 理 体 を 回 転 さ せ た 状 態 で 、 貯 蔵 さ れ て い る 酸 系 処 理 液 と 酸 化 用 液 と の 混 合 液 に よ り
、 前 記 被 処 理 体 の 表 面 を 処 理 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 液 処 理 方 法 。

　 前 記 酸 化 用 液 は 、 過 酸 化 水 素 水 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 液
処 理 方 法 。

　 前 記 酸 系 の 処 理 液 は 、 フ ッ 酸 、 塩 酸 、 硫 酸 等 の 無 機 酸 ま た は 有 機 酸 か ら 構 成 さ れ る こ と



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 液 処 理 装 置 は 、
　 被 処 理 体 を 保 持 し 、 回 転 可 能 に 構 成 さ れ た 被 処 理 体 保 持 手 段 と 、
　 前 記 被 処 理 体 保 持 手 段 が 前 記 被 処 理 体 を 保 持 し 、 回 転 さ せ た 状 態 で 、 該 被 処 理 体 の 一 方
の 面 の 周 縁 に 第 １ の 処 理 液 を 供 給 可 能 な 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 に よ り 前 記 第 １ の 処 理 液 が 供 給 さ れ た 前 記 被 処 理 体 の 面 の 周
縁

第 ２ の 処 理 液 を 供 給 可 能 な
第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、
　 前 記 被 処 理 体 の 周 縁 近 傍 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 処 理 液 及 び 第 ２ の 処 理 液 の 排 液 を 吸 引
可 能 な 排 液 吸 引 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 又 は １ ３ に 記 載 の 液 処 理 方 法 。

第 １ の 観 点 に 係 る

の 、 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 が 前 記 第 １ の 処 理 液 を 供 給 す る 位 置 よ り も 、 該 被 処 理 体
の 回 転 方 向 の 下 流 で 且 つ 該 被 処 理 体 の 径 方 向 の 外 側 の 位 置 に 、

　 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 は 、 例 え ば 、 前 記 被 処 理 体 の
外 周 側 に 向 け て 、 前 記 被 処 理 体 の 一 方 の 面 に 処 理 液 を 供 給 す る 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 。

前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 は 、 例 え ば 、 前 記 被 処 理 体 平
面 に 対 し 、 ０ ～ ９ ０ ° の 角 度 で 配 置 さ れ て い る 。

前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 は 、 例 え ば 、 前 記 被 処 理 体 平
面 の 一 方 及 び 他 方 の 面 の 近 傍 に 配 置 さ れ る 。



　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　
　

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】

【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
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例 え ば 、 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 排 液 吸 引 手
段 は 、 前 記 被 処 理 体 の 周 囲 に 複 数 配 置 さ れ る 。

例 え ば 、 前 記 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 と 、 前 記 排 液 吸 引 手
段 と は 一 体 と な っ て 形 成 さ れ 、 前 記 被 処 理 体 の 液 処 理 の 際 に 、 該 被 処 理 体 の 近 傍 ま で 進 退
可 能 に 設 け ら れ る 。

ま た 、 前 記 第 １ の 処 理 液 を 貯 蔵 す る 第 １ の 槽 と 、 前 記 第 ２ の 処 理 液 を 貯 蔵 す る 第 ２ の 槽
と 、 前 記 第 １ の 槽 か ら 第 １ の 処 理 液 供 給 手 段 に 前 記 第 １ の 処 理 液 を 導 く 手 段 と 、 前 記 第 ２
の 槽 か ら 前 記 第 ２ の 処 理 液 供 給 手 段 に 前 記 第 ２ の 処 理 液 を 導 く 手 段 と 、 を さ ら に 配 置 し て
も よ い 。

ま た 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 観 点 に 係 る 液 処 理 装 置 は 、
被 処 理 体 を 保 持 し 、 回 転 可 能 に 構 成 さ れ た 被 処 理 体 保 持 手 段 と 、

　 酸 系 の 処 理 液 を 貯 蔵 す る 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 、
　 過 酸 化 水 素 水 を 貯 蔵 す る 第 ２ の 貯 蔵 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 第 ２ の 貯 蔵 手 段 に 貯 蔵 さ れ た 酸 系 処 理 液 と 過 酸 化 水 素 水 と の 混 合
液 に よ り 、 前 記 被 処 理 体 の 表 面 を 処 理 す る 処 理 手 段 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

　 前 記 処 理 手 段 は 、 例 え ば 、 前 記 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 第 ２ の 貯 蔵 手 段 に 貯 蔵 さ れ た 酸 系 処 理
液 と 過 酸 化 水 素 水 と を 所 定 の 割 合 で 混 合 し 、 混 合 後 の 処 理 液 を 被 処 理 体 に 供 給 す る 。

　 前 記 処 理 手 段 は 、 例 え ば 、 前 記 第 １ の 貯 蔵 手 段 と 第 ２ の 貯 蔵 手 段 に 貯 蔵 さ れ た 酸 系 処 理
液 と 過 酸 化 水 素 水 と を 別 々 に 前 記 被 処 理 体 に 供 給 し 、 前 記 被 処 理 体 上 で 混 合 さ れ た 処 理 液



【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】

【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】

【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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に よ り 前 記 被 処 理 体 を 処 理 す る 。

　 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に 係 る 液 処 理 方 法 は 、
　 被 処 理 体 を 回 転 さ せ た 状 態 で 、
　 第 １ の 処 理 液 を 該 被 処 理 体 の 一 方 の 周 縁 に 供 給 す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 処 理 液 を 、 前 記 第 １ の 処 理 液 が 供 給 さ れ た 位 置 よ り も 下 流 側 で 且 つ 前 記 被 処 理 体
の 径 方 向 の 外 周 側 の 位 置 に 供 給 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 処 理 液 を 供 給 し て い る 前 記 被 処 理 体 近 傍 を 排 気 す る 工 程 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

　 本 発 明 の 第 ４ の 観 点 に 係 る 液 処 理 方 法 は 、
　 酸 化 用 液 を 貯 蔵 し 、
　 酸 系 の 処 理 液 を 貯 蔵 し 、
　 被 処 理 体 を 回 転 さ せ た 状 態 で 、 貯 蔵 さ れ て い る 酸 系 処 理 液 と 酸 化 用 液 と の 混 合 液 に よ り
、 前 記 被 処 理 体 の 表 面 を 処 理 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 。

　 前 記 酸 化 用 液 は 、 例 え ば 、 過 酸 化 水 素 水 か ら 構 成 さ れ る 。
　 前 記 酸 系 の 処 理 液 は 、 例 え ば 、 フ ッ 酸 、 塩 酸 、 硫 酸 等 の 無 機 酸 ま た は 有 機 酸 か ら 構 成 さ
れ る 。
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